




















ではない｡そこで本稿では 〈格)の ｢～まで｣形式が (限界)を表すことと くとりたて)















































とりたて詞の ｢まで｣については､主張が断定 ･自著一肯定で含みが断定 ･他者一肯定か








潤)｡論述文 (4冊)｡エッセイ (2冊)と､新聞データとして ｢CD-毎日新聞2000版｣を
一部使用している1)0















































状態の ｢継続｣を表す｡かざりになる名詞は､《時間名詞≫や 《動作性の名詞≫ 3)､
その他時間的な側面を持つ名詞であり､かざられになる動詞は《主体動作動詞≫ 4)で














































































aZ)の例では程度を表す形容詞 (三重線宣釘 が､(書き手)の く評価〉を明示している｡(13)
では指示詞 ｢そんな｣を使うことで､(話し手)がその名詞を ｢極端なもの｣として考えて
いることが明らかになるようである.84)のように感情を表す動詞 (困る､心配するなど)
で直接 く話し手)の気持が表われていたり､前後の文脈に (話し手)の感情 ｡評価が見ら
れるものもある｡

























































(格〉:時間的 ｡空間的 ｡量的に､物事を客観的に (限界)づける｡
(とりたて〉:〈話し手〉く書き手)が物事を 〈評価)して､現実の他の物事と比較
しての く極端性)を表す｡







この論はたしかに ｢～まで｣形式の持つ (限界)から 〈極端)への連続性を指摘しては
いるが､具体的な事実に基づいた説明は完全なものとは言えないだろう｡本稿では､実例




































































































機能 命題内容を構成 現実の他の物事との関係について ､〈話し手の評価)を表す
てこゝ 触汐 てこゝ 加だZ〇秒
+ [(話し手)の く評価)ト [同類の物事との関係を表す機能]
｢～まで｣の意味 ･機能 -く格)と くとりたて〉の連続性-- 127
このように､文の対象的内容 (命題)を構成する く格)関係において､その く格〉関係
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